
月
11
日
第
一
次
世
界
大
戦
が

終
結
し
た
「
世
界
平
和
記
念

日
」
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国

で
は
戦
没
者
慰
霊
な
ど
の
行

事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
第
一

次
世
界
大
戦
後
に
創
設
さ
れ

た
国
際
連
盟
の
事
務
次
長
は
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一
、
精
神
革
命
の
旗
手

一
、
宗
教
連
合
の
具
現

一
、
地
上
天
国
の
建
設
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熊
本
県
天
草
市
の
天
草
コ
レ
ジ
ヨ

館
に
は
コ
レ
ジ
オ
（
神
学
校
）
の
備

品
、
天
正
少
年
使
節
団
が
持
ち
帰
っ

た
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
印
刷
機
の
複
製

や
南
蛮
船
模
型
、
西
洋
古
楽
器
な
ど

南
蛮
文
化
の
資
料
が
多
数
展
示
さ
れ

て
い
る
。
同
印
刷
機
で
印
刷
さ
れ
た

「
天
草
本
」
は
日
本
初
の
活
版
印
刷

で
、
目
を
引
か
れ
た
の
は
『
平
家
物

語
』
と
『
太
平
記
』
で
あ
る
。
イ
エ

ズ
ス
会
は
な
ぜ
そ
ん
な
本
を
出
版
し

た
の
か
。

い
ず
れ
も
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
、

コ
レ
ジ
オ
や
セ
ミ
ナ
リ
オ
で
の
教
育

に
使
わ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
無
垢

な
少
年
た
ち
に
日
本
と
は
何
か
を
、

両
書
を
使
い
教
え
て
い
た
の
で
あ

る
。
と
い
う
の
は
当
時
、
両
書
が
支

配
層
の
知
識
人
に
普
及
し
、
身
に
つ

け
る
べ
き
教
養
と
さ
れ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。

家
権
門
（
執
政
）、
宗
教
権
門
（
護

持
）、
武
家
権
門（
守
護
）
か
ら
成
る

権
門
体
制
と
し
た
の
は
歴
史
学
者
の

黒
田
俊
雄
で
、
織
田
信
長
の
比
叡
山

焼
き
討
ち
は
宗
教
権
門
に
挑
戦
し
た

も
の
。
リ
ア
リ
ズ
ム
を
旨
と
す
る
武

家
が
主
導
権
を
握
る
の
は
、
徳
川
家

康
の
宗
教
政
策
と
禁
中
並
公
家
諸
法

度
の
制
定
か
ら
で
あ
る
。
江
戸
２
７

０
年
の
平
和
と
充
実
が
明
治
の
礎
に

な
っ
た
こ
と
は
異
論
が
な
い
。
鈴
木

正
三
や
石
田
梅
岩
な
ど
に
よ
り
、
日

本
的
資
本
主
義
の
倫
理
も
根
づ
い

た
。日

本
の
仏
教
史
を
学
ん
で
思
う
の

は
、
大
衆
に
受
容
さ
れ
て
こ
そ
宗
教

も
発
展
す
る
こ
と
。
優
れ
た
宗
祖
が

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
不
足

で
消
え
去
っ
た
教
え
も
数
多
い
に
違

い
な
い
。
そ
の
意
味
で
、『
平
家
物

語
』
と
『
太
平
記
』
が
広
く
語
り
継

『
太
平
記
』
の
力

戦
前
を
代
表
す
る
東
洋
学
者
の
内

藤
湖
南
が
「
今
日
の
日
本
を
知
る
に

は
、
古
代
を
研
究
す
る
必
要
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
応
仁
の
乱
以
後
の
歴
史

を
知
っ
て
い
れ
ば
そ

れ
で
い
い
。
そ
れ
以

前
は
外
国
の
歴
史
と

同
じ
く
ら
い
に
し
か

感
じ
ら
れ
な
い
が
、
応
仁
の
乱
以
後

は
、
我
々
の
骨
肉
に
直
接
触
れ
た
歴

史
で
あ
る
」
と
言
っ
た
の
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
応
仁
の
乱
は
１
４
６

７
年
か
ら
10
年
、『
太
平
記
』
は
そ
の

１
０
０
年
前
、
後
醍
醐
天
皇
に
よ
る

建
武
の
新
政
か
ら
五
十
余
年
に
わ
た

り
南
北
朝
、
公
武
の
抗
争
を
描
い
て

い
る
。

中
世
の
日
本
社
会
は
、
権
威
に
加

え
政
治
的
、
経
済
的
な
力
の
あ
る
公

が
れ
、
読
み
継
が
れ
た
の
は
注
目
に

値
す
る
。『
太
平
記
』
を
読
む
と
、『
平

家
物
語
』
の
知
識
が
な
い
と
理
解
で

き
な
い
く
だ
り
も
あ
り
、
半
ば
常
識

化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
の

人
々
は
、
両
書
を
通
し
て
国
と
は
、

日
本
と
は
何
か
を
学
び
、
議
論
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
統
治
や
業
務
に
反
映
さ

せ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
の

骨
格
が
つ
く
ら
れ
た
。

や
が
て
幕
末
に
な
る
と
、『
太
平

記
』
の
記
憶
が
国
学
の
勃
興
に
一
役

買
い
、
こ
の
国
が
天
皇
の
国
だ
っ
た

こ
と
を
想
起
さ
せ
、
時
代
の
流
れ
を

討
幕
・
維
新
へ
と
向
か
わ
せ
る
。
中

世
か
ら
の
蓄
積
が
明
治
の
近
代
国
民

国
家
形
成
を
成
功
さ
せ
た
と
言
え
よ

う
。
世
界
の
発
展
途
上
国
で
、
欧
米

先
進
国
を
モ
デ
ル
に
し
た
近
代
国
家

づ
く
り
に
成
功
し
た
例
は
稀
で
あ
る
。

こ
こ
で
近
隣
両
国
に
触
れ
る
の
は

本
意
で
な
い
が
、
両
国
民
に
共
通
し

て
い
る
の
は
国
家
・
政
府
に
対
す
る

信
頼
の
低
さ
で
、
頼
れ
る
の
は
血
縁

だ
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
い
わ
ゆ
る
種

族
主
義
に
、
政
権
は
権
威
主
義
に
な

り
が
ち
だ
。
そ
の
近
現
代
史
に
、
日

本
の
対
外
政
策
が
関
与
し
て
い
る
の

で
控
え
め
に
な
る
が
、
国
の
歴
史
は

国
民
が
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
同

じ
出
来
事
で
も
、
被
害
と
書
く
か
、

試
練
と
書
く
か
で
、
そ
の
意
味
は
大

き
く
異
な
っ
て
く
る
。
日
本
人
に
と

っ
て
幸
い
だ
っ
た
の
は
、
父
祖
た
ち

が
「
こ
の
国
の
た
め
に
死
ん
で
も
い

い
」
と
い
う
国
を
つ
く
っ
て
く
れ
た

こ
と
で
あ
る
。

通
じ
合
う
心

コ
ロ
ナ
禍
で
辛
い
の
は
、
助
け
合

い
た
い
人
た
ち
と
も
距
離
を
と
ら
な

い
と
い
け
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
リ
モ
ー
ト
で
の
交
流
を
重
ね
な

が
ら
、
真
意
を
通
わ
せ
る
の
に
、
必

ず
し
も
実
体
は
必
要
な
い
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
。
も
っ
と
大
事
な
の
は

言
葉
、
文
章
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に

あ
る
思
い
、
さ
ら
に
祈
り
で
あ
る
。

全
国
の
社
寺
で
は
鎮
め
の
祈
願
祭

な
ど
が
営
ま
れ
て
い
る
が
、
一
人
ひ

と
り
の
思
い
に
も
そ
れ
が
あ
る
。
そ

の
意
味
で
今
は
、
祈
り
の
力
が
試
さ

れ
て
い
る
時
な
の
で
は
な
い
か
。
深

い
祈
り
に
よ
り
、
私
た
ち
は
時
空
を

超
え
、
多
く
の
人
た
ち
と
心
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
来
、
人
や

万
物
は
そ
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
感
じ
ら
れ

る
。
心
の
深
み
で
互
い
に
通
じ
合

う
、
同
じ
宇
宙
に
住
ん
で
い
る
の
で

あ
る
。

神
道
を
基
礎
に
発
展
し
た
日
本
仏

教
が
山
川
草
木
悉
皆
成
仏
を
世
界
に

発
信
し
た
よ
う
に
、
今
の
日
本
に
は

世
界
に
通
じ
る
祈
り
を
発
信
す
る
役

割
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な

い
。

世
界
に
通
じ
る「
祈
り
」
発
信
を

「
世
界
平
和
　
祈
り
の
幕

開
け
」
は
、
異
な
る
民
族
、

宗
教
、
文
化
の
垣
根
を
越
え

て
諸
宗
教
・
宗
派
が
連
携

し
、「
神
戸
か
ら
世
界
平
和
の

草
の
根
運
動
の
輪
を
広
げ
て

行
こ
う
」
と
の
趣
旨
で
毎

年
、
開
催
さ
れ
て
い
る
。

会
場
に
用
意
さ
れ
た
世
界

平
和
を
象
徴
す
る
日
本
家
道

山
川
流
の
生
け
花
に
最
後
の

一
輪
を
さ
し
た
杣
理
事
長

は
、
次
の
よ
う
に
開
会
の
挨

拶
。「
日
本
の
国
の
成
り
立
ち

を
聖
書
か
ら
解
明
す
る
作
業

が
ほ
ぼ
完
了
し
、
２
８
０
０

年
前
か
ら
預
言
さ
れ
た
国
だ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
当
研
究
所
の
三
宗
司
郎

所
長
（
イ
ス
ラ
エ
ル
名
誉
領

事
）
は
ユ
ダ
ヤ
人
も
納
得
す

る
内
容
だ
と
い
う
。
正
式
に

は
論
文
に
し
て
来
年
発
表
し

た
い
。
先
日
、
ル
ク
ソ
ー
ル

１
９
４
６
年
に

始
め
た
。
提
案

し
た
の
は
米
国

の
原
爆
開
発
に

か
か
わ
っ
た
物

理
学
者
ア
ル
ベ

ル
ト
・
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン

で
、
バ
ー
ト
ラ

ン
ド
・
ラ
ッ
セ

ル
、
ア
ル
ベ
ル

ト
・
シ
ュ
ヴ
ァ

イ
ツ
ァ
ー
、
ウ

ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ

ル
、
湯
川
秀
樹
な
ど
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
者
が
賛
同
し

た
。世

界
連
邦
は
世
界
政
府
を

模
索
し
、
連
邦
議
会
が
定
め

た
法
の
下
、
世
界
各
国
が
平

等
と
な
り
、
各
国
は
警
察
だ

け
を
保
持
し
軍
は
保
持
し
な

い
と
い
う
理
想
世
界
を
目
指

し
て
い
る
。
貧
富
の
格
差
を

是
正
す
る
た
め
国
際
連
帯

税
、
国
際
刑
事
裁
判
所
の
創

社

説

設
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
。

日
本
で
は
終
戦
・
被
爆
60

周
年
の
２
０
０
５
年
、
衆
議

院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
た
決

議
に
「
世
界
連
邦
実
現
の
道

の
探
求
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
外
務
省
に
世
界
連
邦
運

動
の
窓
口
が
設
置
さ
れ
、
14

な
個
人
は
否
定
さ
れ
た
と
し

た
ラ
ン
ダ
ウ
ア
ー
は
、『
仏
陀

は
、
外
の
世
界
の
独
立
し
た

創
造
者
な
ど
存
在
し
な
い
と

し
、
独
立
し
た
個
人
の
魂
も

ば
か
げ
た
こ
と
だ
と
し
て
い

る
。
輪
廻
の
教
え
に
は
、
す

べ
て
の
存
在
の
間
に
不
可
分

の
つ
な
が
り
が
あ
り
、
別
の

も
の
や
力
に
変
容
す
る
と
い

う
真
理
の
核
心
が
潜
ん
で
い

る
』
と
も
述
べ
た
。
ラ
ン
ダ

ウ
ア
ー
は
、『
わ
れ
わ
れ
は
芸

年
ま
で
に
２
３
４
の
自
治
体

が
世
界
連
邦
賛
同
を
宣
言
し

て
い
る
。

講
演
に
対
し
「
世
界
平
和

祈
り
の
幕
開
け
」
の
参
加
者

た
ち
は
共
感
の
拍
手
を
送
っ

た
。続

い
て
「
ア
ガ
ペ
ワ
ー
ル

表
し
た
。

「
学
生
の
『
精
神
的
な
状

態
』
と
『
信
仰
心
の
状
態
』

の
双
方
が
コ
ロ
ナ
蔓
延
の
影

響
を
受
け
、
授
業
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
に
よ
る
『
相
談
相
手

の
不
在
』
が
、
双
方
に
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。
授
業
へ
の
集
中
度
や
能

動
性
の
度
合
い
は
、
学
生
の

『
信
仰
心
の
状
態
』
や『
信
仰

心
の
成
長
』
と
深
く
関
わ
っ

て
い
る
。
大
学
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
利
便
性
を
生
か

し
つ
つ
、
学
生
が
よ
り
積
極

的
に
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る

ク
ラ
ス
運
営
を
心
が
け
る
べ

き
で
、
宗
教
教
育
に
お
い
て

学
生
が
目
的
や
目
標
を
見
出

す
よ
う
手
助
け
で
き
る
」

最
後
に
平
田
天
石
・
山
形

大
学
名
誉
教
授
が
「
家
庭
虐

待
と
日
本
仏
教
教
育
│
日
本

的
霊
性
の
在
り
処
│
」
を
発

表
し
た
。

「
20
年
来
、
実
父
母
に
よ

る
家
庭
内
虐
待
が
急
増
し
、

家
庭
崩
壊
と
世
間
消
失
が
進

行
し
て
い
る
。
親
が
無
宗
教

で
不
道
徳
で
あ
れ
ば
家
庭
は

無
法
地
帯
に
な
り
か
ね
な

い
。
明
治
初
め
に
日
本
各
地

魔
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線

自
殺
霊
の
撮
影
で
判
明
し
た
こ
と
─

十
年
の
歳
月
を
か
け
、つ
い
に
自
殺
者
の
霊
の
撮
影
に
成
功
。

霊
能
者
が
書
い
た
自
殺
防
止
の
書
。
死
ん
で
も
痛
み
は
残
る
も
の
、

自
殺
者
の
言
い
分
〝
こ
ん
な
筈
で
は
〞
自
殺
を
し
た
状
態
で
霊
は
さ
ま
よ
う
、

硫
化
水
素
自
殺
、
政
治
家
と
自
殺
、
自
殺
の
多
い
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
謎
を
解
く
！
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日
本
よ
、蘇
れ

日
本
神
話
の
知
恵

出雲井晶著

ゆ
が
ん
だ
歴
史
観
、
家
庭
の
崩
壊
、
教
育
の
危
機
…
。
い
ま
日
本

は
大
き
な
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。こ
の
現
状
を
打
破
す
る
カ
ギ

は
、
実
は
「
日
本
神
話
＝
古
事
記
・
神
代
」
に
あ
る
の
で
す
。
日

本
神
話
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
、愛
と
生
命
と
知
恵
に
立
ち
返
っ
て
こ

そ
、日
本
の
未
来
は
拓
け
ま
す
。あ
な
た
も
著
者
と
い
っ
し
ょ
に
、

「
神
話
の
教
え
」
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

批評社
〒113-0033 東京都文京区本郷1-28-36

鳳明ビル102A
TEL03-3813-6344  Fax03-3813-8990

（
定
価
：
本
体
２
０
０
０
円
＋
税
）

日
本
国
始
め
 饒
速
日
大
神
の
東
遷

大
野
七
三
著

『
先
代
旧
事
本
紀
』の
神
髄
を
極
め
た
著
者
が
語
る
。

足
で
調
べ
た
大
和
建
国
の
謎
。

須
佐
之
男
尊
の
出
雲
国
創
建
後
、
饒
速
日
尊
が
32
従
者
と
25
軍
団
を
従
え
、

九
州
か
ら
大
和
に
東
遷
し
て
纏
向
の
地
に
大
和
国
を
建
国
。
そ
の
時
、
饒
速

日
尊
が
配
下
を
募
り
配
置
し
た
今
も
残
る
そ
の
出
自
と
足
跡
を
立
証
す
る
。

11
月
21
日
、
東
京
都
世
田

谷
区
の
駒
澤
大
学
内
・
日
本

仏
教
教
育
学
会
事
務
局
（
熊

本
英
人
研
究
室
）
を
発
信
先

に
日
本
仏
教
教
育
学
会
第
29

回
学
術
大
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
さ
れ
た
。

塩
入
法
道
会
長
（
大
正
大

学
教
授
）
は
挨
拶
で
、「
授
業

や
学
会
な
ど
も
オ
ン
ラ
イ
ン

に
な
り
、
教
育
環
境
が
大
き

く
変
わ
っ
た
。
新
し
い
生
活

様
式
と
仏
教
教
育
も
考
え
な

い
と
い
け
な
い
」
と
述
べ
た
。

東
京
大
学
大
学
院
生
の
成

田
龍
一
朗
氏
は
「
グ
ス
タ

フ
・
ラ
ン
ダ
ウ
ア
ー
の
神
秘

思
想
に
お
け
る
仏
教
と
『
教

育
』
可
能
性
」
を
発
表
、
ド

イ
ツ
で
神
秘
的
ア
ナ
ー
キ
ズ

ム
を
展
開
し
た
ラ
ン
ダ
ウ
ア

ー
が
仏
教
か
ら
影
響
を
受

け
、
芸
術
が
「
教
育
」
の
手

掛
か
り
と
さ
れ
た
こ
と
に
注

目
し
た
。

「
仏
陀
に
よ
っ
て
精
神
的

株式会社 如月出版 販売部
〒152-0023 東京都目黒区八雲2-24-15

ラ リュミエール１F
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四
六
判
２
９
６
頁
（
本
体
１
５
０
０
円
＋
税
）

私
の
生
命

い

の

ち

の
復
活上橋

泉
著

人
生
の
苦
し
み
に
積
極
的
な
意
味
は
あ
る
の
か
？

『
21
世
紀
に
生
き
る
日
本
人
の
た
め
の
浄
土
思
想
』
の
出
版
を
記
念
し
て
、平
成
26
年
３

月
か
ら
28
年
11
月
ま
で
の
５
回
に
わ
た
る
講
演
を
ま
と
め
た
著
者
渾
身
の
生
命
の
書
。

日
本
人
の
宗
教
性（
霊
性
）は
回
復
す
る
か
？

新刊！

の
遺
跡
の
天
井
画
を
見
て
、

日
本
と
の
か
か
わ
り
を
確
信

し
た
。
各
宗
教
の
代
表
と
と

も
に
研
究
を
進
め
、
心
を
一

つ
に
対
立
か
ら
協
調
へ
と
平

和
活
動
の
モ
デ
ル
を
示
し
て

い
き
た
い
」

続
い
て
、
壇
上
の
各
宗
教

代
表
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式

で
「
世
界
平
和
へ
の
祈
り
」

を
披
露
し
た
。
独
特
の
所
作

や
祝
詞
、
シ
ン
プ
ル
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
祈
り
を
捧
げ
る
形

は
異
な
っ
て
も
、
平
和
を
願

う
心
は
同
じ
で
、
参
加
者
は

興
味
深
く
見
入
り
、
最
後
に

全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ
た
。

次
に
、
来
賓
の
世
界
連
邦

日
本
国
会
委
員
会
第
14
代
会

長
で
元
衆
議
院
議
員
の
中
野

寛
成
同
委
員
会
会
長
代
行
が

記
念
講
演
し
た
。
国
家
公
安

委
員
会
委
員
長
、
拉
致
問
題

担
当
大
臣
な
ど
務
め
た
中
野

氏
は
長
崎
市
の
潜
伏
キ
リ
シ

タ
ン
の
家
の
生
ま
れ
で
、
４

歳
の
時
に
被
爆
し
て
い
る
。

以
下
、
講
演
概
要
。

本
日
は
、
１
９
１
８
年
11

術
の
な
か
で
世
界
を
獲
得

し
、
創
造
し
、
我
を
忘
れ

る
』
と
し
、
芸
術
を
通
し
た

教
育
を
考
え
た
」

続
い
て
、
前
千
葉
県
立
柏

南
高
等
学
校
教
諭
の
鈴
木
一

男
氏
が
「
実
存
主
義
を
乗
り

越
え
て
│
ブ
ッ
ダ
と
私
│
」

を
発
表
し
、
人
間
の
「
本
来

的
在
り
方
」
を
求
め
る
に

は
、
実
存
主
義
だ
け
で
は
な

く
宗
教
・
宗
教
思
想
に
よ
り

生
き
方
が
説
か
れ
る
べ
き
だ

と
し
、
仏
教
は
他
の
思
想
よ

り
高
い
次
元
に
立
ち
、
す
べ

て
の
思
想
を
含
む
と
述
べ

た
。東

京
基
督
教
大
学
大
学
院

神
学
研
究
科
教
授
の
岡
村
直

樹
氏
は
徐
有
珍
助
教
授
（
東

京
基
督
教
大
学
神
学
部
）
と

の
共
同
研
究
「
コ
ロ
ナ
渦
の

宗
教
教
育
と
信
仰
心
の
涵
養

に
関
す
る
混
合
研
究
」
を
発

新
渡
戸
稲
造
で
、
彼
の
英
語

の
著
書
『
武
士
道
』
は
発
明

王
エ
ジ
ソ
ン
も
愛
読
し
て
い

た
。世

界
連
邦
は
全
て
の
国
を

統
合
し
た
世
界
連
邦
の
成
立

を
目
指
す
超
党
派
、
超
宗
教

の
平
和
運
動
。
第
二
次
世
界

大
戦
末
期
に
成
立
し
た
国
際

連
合
が
戦
争
抑
止
力
の
低
い

こ
と
を
痛
感
し
た
世
界
の
科

学
者
・
文
化
人
た
ち
が
、
戦

争
を
な
く
す
こ
と
を
決
意
し

神戸平和研究所

アートヴィレッジ
受注センター
〒657-0846神戸市灘区岩屋北町3-3-18・4F
TEL078（882）9305   FAX078（801）0006　

日
本
宗
教
の
闇

拉
致
監
禁
に
よ
る
強
制
棄
教
と
の
戦
い

室
生
忠
著
四
六
判
・
５
２
０
頁

定
価
：
本
体
２
、０
０
０
円
＋
税

信
教
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
今
の
日
本
で
、
強
制
棄
教
を
目
的
に
拉
致
監
禁
が
行

わ
れ
て
い
る
。
職
業
的
強
制
改
宗
屋
が
家
族
を
巻
き
込
み
、
信
者
を
拉
致
し
、
部

屋
に
監
禁
し
て
、
脅
迫
的
説
得
に
よ
り
棄
教
を
迫
る
。
特
に
世
界
平
和
統
一
家
庭

連
合
（
統
一
教
会
）
や
エ
ホ
バ
の
証
人
の
信
者
に
被
害
者
が
多
く
、
中
に
は
12
年

以
上
の
監
禁
さ
れ
た
人
も
い
る
。
驚
く
べ
き
宗
教
迫
害
の
リ
ポ
ー
ト
。

ド
」
の
恵
子
・
ホ
ー
ム
ズ
代

表
の
講
演
、
仏
教
ポ
ッ
プ
バ

ン
ド
沙
門
の
演
奏
が
あ
り
、

同
研
究
所
顧
問
の
加
藤
隆
久

生
田
神
社
名
誉
宮
司
の
発
声

で
乾
杯
、
昼
食
会
と
な
り
、

参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影

し
、
閉
幕
し
た
。

弘
法
大
師
聖
句
集
成

本
書
は
大
師
の
言
葉
が
読
者
の
心
に
直
接
届
く
よ
う

工
夫
さ
れ
、
掲
示
伝
道
や
寺
報
の
種
子
に
最
適
。

〒113-0033 東京都文京区本郷5-28-5
TEL：03-3811-5361 FAX：03-3815-5554

山喜房佛書林
福
田
亮
成
編
　
Ｂ
六
判
　
二
九
〇
頁
　
本
体
五
、八
〇
〇
円

補
陀
洛
信
仰
の
研
究

チ
ベ
ッ
ト
・
ア
ジ
ア
各
地
の
補
陀
洛
信
仰
と

そ
の
伝
播
ル
ー
ト
等
の
集
大
成

神
野
富
一
著
　
Ａ
五
判
　
五
八
〇
頁
　
本
体
一
六
、〇
〇
〇
円

「
愛
す
る
人
た

ち
、
こ
の
こ
と
だ

け
は
忘
れ
な
い
で

ほ
し
い
。
主
の
も
と
で
は
、
一
日
は
千
年

の
よ
う
で
、
千
年
は
一
日
の
よ
う
で
す
。

あ
る
人
た
ち
は
、
遅
い
と
考
え
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
主
は
約
束
の
実
現
を
遅
ら
せ

て
お
ら
れ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う

で
は
な
く
、
一
人
も
滅
び
な
い
で
皆
が
悔

い
改
め
る
よ
う
に
と
、
あ
な
た
が
た
の
た

め
に
忍
耐
し
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。
主
の

日
は
盗
人
の
よ
う
に
や
っ
て
来
ま
す
。

し
か
し
わ
た
し
た
ち
は
、
義
の
宿
る
新

し
い
天
と
新
し
い
地
と
を
、
神
の
約
束
に

従
っ
て
待
ち
望
ん
で
い
る
の
で
す
。
だ
か

ら
、
愛
す
る
人
た
ち
、
こ
の
こ
と
を
待
ち

望
み
な
が
ら
、
き
ず
や
汚
れ
が
何
一
つ
な

く
、
平
和
に
過
ご
し
て
い
る
と
神
に
認
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
励
み
な
さ
い
。」

（
ペ
ト
ロ
の
手
紙
二
３
：
８
│
10
、
13
│

14
）キ

リ
ス
ト
教
の
暦
は
待
降
節
（
ア
ド
ベ

ン
ト
）
に
入
っ
た
。
一
年
の
終
わ
り
は
、

今
年
を
振
り
返
り
新
し
い
年
を
迎
え
る
準

備
の
季
節
。
こ
の
時
、
既
に
起
こ
っ
た
救

い
主
の
誕
生
の
出
来
事
を
記
念
す
る
祭
り

の
準
備
を
な
し
、
イ
エ
ス
が
約
束
さ
れ
た

来
る
べ
き
再
臨
の
一
日
を
待
望
し
な
が

ら
、
新
た
な
備
え
を
す
る
時
を
過
ご
す
。

来
年
が
善
き
年
と
な
る
こ
と
を
祈
り
、
す

べ
て
の
も
の
の
創
り
主
へ
の
信
頼
を
深
め

る
季
節
で
も
あ
る
。
                       （
Ｉ
）

本
紙
定
期
購
読
の
お
申
し
込
み
は

■
ご
希
望
購
読
期
間
　
■
氏
名
　
■
郵
便
番
号
　
■
住
所
　

■
連
絡
先
電
話
番
号
　
■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の

場
合
）
を
明
記
の
上
、
宗
教
新
聞
社
宛
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

宗教新聞社
〒
一
六
〇
│
〇
〇
二
二

東
京
都
新
宿
区
新
宿
５
│
13
│
２
│
４
Ｆ

電
　
話
０
３
（
３
３
５
３
）
２
９
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
３
６
３
）
５
１
８
２
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※
購
読
料
　
年
間
６
０
０
０
円（
税
、
郵
送
料
を
含
む
）

先
月
号
の
行

基
の
か
ら
風
呂

の
続
編
。
体
が

軽
く
な
る
の
で

週
２
〜
４
回
は

通
う
よ
う
に
な

っ
た
。
石
室
に
入
る
の

で
、
防
空
壕
の
よ
う
だ
と

言
う
人
が
い
た
が
、
天
地

子
の
実
感
は
古
墳
。
地
方

の
豪
族
の
長
は
、
こ
ん
な

部
屋
に
身
を
横
た
え
て
い

た
の
か
と
思
う
▼
５
分
ほ

ど
い
て
、
石
か
ら
の
輻
射

熱
で
体
の
芯
か
ら
温
ま
り
、

汗
が
出
る
と
、
外
に
出
て
、

昔
、
渋
沢
栄
一
の
孫
に
教

わ
っ
た
真
向
法
を
再
開
し

た
。
腰
か
ら
出
て
い
る
筋

を
、
順
番
に
延
ば
し
て
い

く
の
で
あ
る
。
50
代
ま
で

は
続
け
て
い
た
が
、
そ
の

後
、
中
断
し
て
い
た
。
３

日
ほ
ど
で
元
に
返
り
、
や

や
自
信
回
復
▼
体
の
柔
ら

か
さ
は
頭
の
柔
ら
か
さ
だ

と
思
う
の
で
、
妻
も
誘
っ

た
の
だ
が
、
素
知
ら
ぬ
顔
。

新
婚
か
ら
子
育
て
時
代
ま

で
は
互
い
の
生
き
方
の
違

い
が
表
面
化
し
な
か
っ
た

の
だ
が
、
制
約
が
ほ
ぼ
な

く
な
っ
た
高
齢
期
に
頭
を

出
し
、
老
い
先
に
不
安
を

投
げ
か
け
て
い
る
。
介
護

さ
れ
る
側
に
な
る
も
の
か

と
思
う
▼
温
泉
が
少
な
い

瀬
戸
内
に
は
、
か
つ
て
50

ほ
ど
か
ら
風
呂
が
あ
っ
た

が
、
今
や
営
業
し
て
い
る

の
は
、
さ
ぬ
き
市
長
尾
町

の
こ
こ
だ
け
。
赤
字
続
き

で
市
が
閉
め
た
の
を
、
地

元
の
有
志
が
借
り
受
け
、

運
営
し
て
い
る
。
石
室
の

耐
用
は
30
年
ほ
ど
だ
が
、

市
に
再
建
の
予
算
は
な
い

と
い
う
。
頑
張
っ
て
支
え

な
い
と
い
け
な
い
▼
先
日
、

農
道
の
舗
装
工
事
が
始
ま

り
、
数
人
で
草
刈
り
を
し

た
。
こ
う
し
て
業
者
と
の

共
同
作
業
に
す
る
と
、
農

水
省
の
補
助
金
が
全
額
出

る
と
い
う
。
お
か
し
な
点

も
あ
る
が
、
地
域
の
環
境

を
守
る
予
算
の
使
い
方
と

し
て
は
、
ベ
タ
ー
だ
ろ
う
。

毎
年
１
０
０
万
円
ほ
ど
だ

が
、
こ
の
先
５
年
で
農
道

や
水
路
を
改
修
し
て
い
く
。

仲
間
が
喜
ん
で
参
加
し
て

く
れ
る
の
が
う
れ
し
い
。

を
旅
し
た
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー

ド
は『
日
本
奥
地
紀
行
』
で
、

『
こ
れ
ほ
ど
自
分
の
子
ど
も

を
か
わ
い
が
る
人
々
を
見
た

こ
と
が
な
い
。
…
他
人
の
子

ど
も
に
対
し
て
も
、
適
度
に

愛
情
を
も
っ
て
世
話
を
し
て

や
る
』
と
述
べ
、
ル
ー
ス
・

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
は『
菊
と
刀
』

で
、
日
本
人
の
『
幼
児
期
の

特
権
と
気
楽
さ
』
を
、
仏
種

を
信
じ
る
法
華
信
仰
か
ら
分

析
し
て
い
る
。
心
理
人
類
学

の
浜
口
恵
俊
は
、『「
日
本
ら

し
さ
」
の
再
発
見
』
で
、
西

洋
近
代
の
『
個
人
』
が
独
立

し
た
行
動
主
体
と
し
て
の

『
社
会
的
原
子
』
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
日
本
人
は
 家

族
や
世
間
な
ど
の
『
間
柄
』

に
お
け
る
主
体
シ
ス
テ
ム
と

し
て
の『
間
人
』
で『
社
会
的

分
子
』
だ
と
し
、
龍
樹
の

『
縁
起
論
』
に
立
脚
し
て
、

キ
リ
ス
ト
教
的
な
『
方
法
論

的
個
体
主
義
』
か
ら
仏
教
的

な
『
方
法
論
的
関
係
主
義
』

へ
の
転
換
を
図
っ
た
。
女
人

往
生
を
説
く
勝
鬘
経
の
『
大

悲
を
も
っ
て
衆
生
を
安
慰
し

哀
愍
し
て
、
世
の
法
母
と
為

る
』
精
神
が
、
母
性
原
理
に

立
脚
す
る
日
本
的
霊
性
の
在

り
処
を
指
示
す
る
。
日
本
仏

教
の
在
り
方
を
見
直
す
べ
き

だ
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
で
世
界
が
苦
し
み
混
迷
を
深
め
る
中
、
感
染
防
止
対
策
を
万
全
に
「
第
４
回
世

界
平
和
　
祈
り
の
幕
開
け
」
が
神
戸
市
の
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神
戸
平
和

研
究
所
（
杣
浩
二
理
事
長
）
で
約
２
４
０
人
が
参
加
。
午
前
11
時
に
開
幕
し
、
仏
教
、
大
本
、
神
道
、
天
理
教
、
イ
ス
ラ

ム
教
、
キ
リ
ス
ト
教
の
代
表
に
よ
る
平
和
の
祈
り
と
参
加
者
の
黙
祷
が
行
わ
れ
た
。 

神
戸
で
第
４
回
「
世
界
平
和
 祈
り
の
幕
開
け
」日

本
仏
教
教
育
学
会
第
29
回
学
術
大
会

駒澤大学

発言する塩入法道会長＝11月21日

仏
教
の
価
値
観
で
家
庭
再
建

天理教代表による「おつとめ」＝11月11日、神戸ポートピアホテル

中野寛成氏 杣浩二理事長


